
学校番号  ２０６  

令和３年度 国語科  

  

教科  国語  科目  現代文Ｂ  単位数  ２単位  年次  ２年次  

使用教科書 高等学校「新編現代文Ｂ」（東京書籍） 

副教材等 
新訂国語図説五訂版（京都書房） 

常用漢字ダブルクリア四訂版（尚文出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等）  

・２年生では社会人に必要となる基礎的な国語力と応用力を身につけます。  

・様々な文章を「読む能力」を向上させるとともに、コミュニケーションのための「話す・聞く

能力」、意思を伝えるための「書く能力」を身につけます。 

・筆者の考えや感じ方を理解し、自分の日常生活に置き換えて考えられるようになりましょう。  

・毎回の授業を大切にし、予習および復習をして取り組みましょう。 

・提出物の期限は必ず守り、定期考査は計画を立てて臨みましょう。  

  

２ 学習の到達目標  

・目的や場にふさわしい語句を選んで、適切に思いや考えを表現することができる。  

・目的や場に応じて的確に文章の内容や構成、登場人物の心情を理解することができる。  

・人間関係において、互いを尊重し、相互理解を深め、正しく意思を伝え合うことができる。  

・言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる。  

・日本語に対する関心を持ち、国語を尊重する態度を育んでいる。  

  

３ 学習評価(評価規準と評価方法)  

観 

点  

a:関心・意欲・態

度  
b:話す・聞く能力 c:書く能力  d:読む能力  e:知識・理解  

観

点

の

趣

旨

 

国語で伝え合う力

を進んで高めると

ともに、言語に対

する関心を深め、

国語を尊重してそ

の向上を図ろうと

している。  

目的や場に応じて

効果的に話し、的

確に聞き取った

り、表現の仕方を

工夫して話し合っ

たりして、自分の

考えをまとめ、深

めている。  

  

相手や目的、意

図に応じて、文

章の形態や語句

を工夫すること

で、適切な表現

による文章を書

き、自分の考え

をまとめ、深め

ている。  

文章の内容を的

確に読み取った

り、人物、情

景、心情などの

表現に即して読

み味わったり、

目的に応じて幅

広く読み、自分

の考えを深め、

発展させてい

る。 

言葉の特徴やき

まり、漢字など

について理解

し、知識を身に

付けている。  

評

価

方

法

 

行動の観察記述の

点検  

（ノート、ワーク

シート等）  

行動の観察  

（ノート、ワーク

シートや、発表等

のパフォーマンス

の評価）  

記述の確認及び

分析  

（ノート、ワー

クシート等）定

期考査  

記述の確認及び

分析  

（ノート、ワー

クシート等）定

期考査  

行動の観察記述

の確認  

（ノート、ワー

クシート等）定

期考査小テスト  

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。  

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。  



 

４ 学習の活動  

学

期 

単
元
名 

 

学習内容  

主な評価の観点  

単元（題材）の評価規準  評価方法  
a  b  c  d  e  

１ 

学

期

 

言

語

活

動 

「近代以降」教材 

「自分を漢字で表すと？」 

（自分を漢字一字で表すとし

たらどんな漢字がふさわしい

かを考えて、自己紹介として

発表し、話し方・聞き方を学

ぶ。） 

  

○  ◎     ○  a:誰に向かって、何のため

に、どのような条件で話

すのかを考えようとして

いる。  

b:誰に向かって、何のため

に、どのような条件で話

すのかを考えている。  

e:話すこと、聞くことに必

要な文の組み立てについ

て理解している。 

abe  

行動の観察

と確認、記

述の点検  

随
筆 

 

「近代以降」教材  

「こそそめスープ」  

「さくらさくらさくら」  

○      ◎  ○  a：筆者独自の考え方や感

じ方を表現の特徴に注意

して読み取ろうとしてい

る。  

d: 筆者独自の考え方や感

じ方を表現の特徴に注意

して読み取り、人ぞれぞ

れの感性について理解を

深めている。  

e：漢字などについて、正

確に理解し、知識を身に

つけている。  

a  

行動の観

察と記述

の点検 

de  

記述の確認

と定期考査  

  

評
論 

１ 

「近代以降」教材  

「生命とは何か」 

○      ◎  ○  a：論の展開に注意して筆

者の考えを読み取り、生

命の特徴や不思議さにつ

いて考えようとしてい

る。 

d: 論の展開に注意して筆

者の考えを読み取り、生

命の特徴や不思議さにつ

いて考えている。   

e:書くことに必要な文体に

ついて理解している。   

a  

行動の観

察と記述

の点検  

de  

記述の確認

と分析と定

期考査  

 



１ 

学

期

 

小 
説 

１ 

「近代以降」教材  

「みどりのゆび」  

「ナイン」 

○    ○  ◎  ○  a：主人公の心情を読み取

り、人間と自然の生命の

つながりについて考えを

深めようとしている。  

c:主人公の心情を理解し、

文体や語句などを適切な

表現の仕方で感想を書い

ている。  

d: 主人公の心情を読み取

り、人間と自然の生命の

つながりについて考えを

深めている。  

e：漢字などについて、正

確に理解し、知識を身に

つけている。  

ac  

行動の観

察と記述の

点検ｃde  

記述の確認

と定期考査  

  

暑 

中 

見 

舞 

い 

の 

制 

作 

「近代以降」教材 

「暑中見舞いを書こう」 

（暑中見舞いの書き方のきまり

を理解し、友人や教員に向け

て制作することを通して、相手

や目的に応じた書き方を学

ぶ。） 

○  ◎  ○ a:相手や目的に応じて題材

を選び、文体や語句など

を工夫して書こうとして

いる。 

c:相手や目的に応じて題材

を選び、文体や語句など

を工夫して書いている。 

e:語句の意味や用法、およ

び表記の仕方などを理解

し、語彙を豊かにしてい

る。 

ace 

行動の観

察、記述の

点検 

詩 

 

「近代以降」教材 

「一つのメルヘン」 

「I was born」 

「ぶぅぶぅ紙を…」 

○   ◎   ○  ○  a:幻想的なイメージを味わ

い、そこに託された作者

の心情について考えよう

としている。 

b:声を出し、想像力を働か

せて詩を味わっている。 

d:幻想的なイメージを味わ

い、そこに託された作者

の心情について考えてい

る。 

e:文章の形態や文体の違い

による特色について理解

している。 

 

a  

行動の観

察と記述

の点検 

de  

記述の確認

と分析と定

期考査  



２ 
学 
期 

 

言 
語 
活 
動 

 

「近代以降」教材  

「自分の好きなものを語る」 

（自分の好きな本や音楽など

を紹介する文章を書き、その

原稿をもとにスピーチをする）  

  

 

 

 

○  ◎      ○  a:話す内容について幅広く

調べようとしている。 

b:話す内容について幅広く

資料を集め、紹介する内

容を調べている。 

e: 話すこと聞くことに必

要な語句や文体の違いに

よる特色について理解し

ている。  

 

abe  

行動の観察

と記述の点

検  

評 
論 

２ 

「近代以降」教材  

教材  

「「ふしぎ」ということ」  

 

○      ◎  ○  a:挙げられている話題を関

連付けて読み取り、「ふ

しぎ」ということについ

て考えを深めようとして

いる。  

d:挙げられている話題を関

連付けて読み取り、「ふ

しぎ」ということについ

て考えを深めている。  

e:抽象的な語句に慣れ、特

に対比的に使われている

語句に注目できている。 

a  

行動の観

察と記述

の点検 

de  

記述の確認

と分析と定

期考査  

小
説 

２ 

「近代以降」教材 

教材  

「山椒魚」 

「旅する本」  

○      ◎  ○  a:小説の時代背景を想像し

つつ、登場人物の人間関

係とその心情を読み取ろ

うとしている。また、登

場人物の心情を理解しつ

つ、現代社会に生きる私

たちが抱える問題につい

て考えようとしている。 

d: 小説の時代背景を想像

しつつ、登場人物の人間

関係とその心情を読み取

っている。また、登場人

物の心情を理解しつつ、

現代社会に生きる私たち

が抱える問題について考

えている。  

e:文体や文章の形態の特色

について理解している。 

  

a  

行動の観

察と記述

の点検 

de  

記述の確認

と定期考査  



２ 
学 
期 

 

短

歌 

 

「近代以降」教材 

信濃路【短歌】 

○     ◎ ○  a:短歌独特のリズムを味わ

い、表現に即して、作品

に込められた作者の心情

を読み取ろうとしてい

る。  

d:短歌独特のリズムを味わ

い、表現に即して、作品

に込められた作者の心情

を読み取っている。  

e:文章の形態の特色につい

て理解している。 

  

ab  

行動の観

察と記述

の点検 

de  

記述の確認

と分析と定

期考査  

年 

賀 

状 

の 

制 

作 

「近代以降」教材 

「年賀状を書こう」 

（年賀状の書き方のきまりを理

解し、友人や教員に向けて制

作することを通して、相手や目

的に応じた書き方を学ぶ。） 

○  ◎  ○ a:相手や目的に応じて題材

を選び、文体や語句など

を工夫して書こうとして

いる。 

c:相手や目的に応じて題材

を選び、文体や語句など

を工夫して書いている。 

e:語句の意味や用法、およ

び表記の仕方などを理解

し、語彙を豊かにしてい

る。 

ace 

行動の観

察、記述の

点検 



 

３ 
学 
期 

 

 

評 
論 

３ 

「近代以降」教材 

「思考の肺活量」  

「安心について」 

○      ◎  ○  a:比喩表現に注意して内

容を読み取り、思考のあ

るべき姿について理解を

深めよう。  

d: 比喩表現に注意して内

容を読み取り、思考のあ

るべき姿について理解を

深めよう。  

e:正しく理解し、使いこ

なせる言葉の数を増やし

ている  

a  

行動の観

察と記述

の点検 

d  

記述の確

認と定期

考査  

e  

小テストと定

期考査  

小 
説 

３ 

近代以降  

教材  

「山月記」  

○      ◎  ○  a:人間関係における人物

の心情を的確に把握し

て、人の心のありよう

について考えを深めよ

うとしている。  

d: 人間関係における人物

の心情を的確に把握し

て、人の心のありよう

について考えを深めて

いる。  

e:文章の形態や特色につ

いて理解している。  

 

a  

行動の観

察と記述

の点検  

de  

記述の確認

と定期考査  

 

 

※ 表中の観点について 

a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解  

  

※ 年間指導計画（例）作成上の留意点  

・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について 

○を付けている。  


